
 
 
 
 
 

 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大が続いてい

ます。学校では、子どもたちと一緒に感染症対策

を徹底し、コロナ禍にあっても「子どもの学びを

止めない」ための工夫を教職員で知恵を出し合

い取組を進めています。その一つに、臨時休校や

学級閉鎖等を想定した学校と家庭とをつないだ

「オンライン授業」があります。 

現在、学校で試行

実験を行っています

が、子どもたちのス

キル習得のスピード

の速さに驚かされま

す。私たち教職員も

子どもたちに置いて

行かれないように、

日々スキルアップに

努めています。今後

は 、 タ ブ レ ッ ト を

徐々に家庭に持ち

帰らせたいと考えております。 

 

 

Infinity 

～自分の可能性を信じて何事にもチャレンジしよう～ 

  

 

 

 

これは、本年度の東峰学園生徒会のスローガ

ンです。５月２１日に開催された生徒総会で、原田

杏那生徒会長を先頭に生徒会活動が本格始動し

ました。私からは次のような話をしました。 
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文責：東峰村立東峰学園 

校長 梶原 秀昭 

子どもの学びを止めないために 学園をリードする生徒会に…❕ 

オンラインの接続練習をする７年生 

スキルアップに励んでいます 

●ご協力ありがとうございました 

  大変お忙しい時間帯にオンライン試行にご

協力をいただきありがとうございます。今後

は、タブレットを持ち帰り、家庭でオンラインに

よる家庭学習に取り組みたいと考えています。 

 また、感染症予防や自然災害等による臨時休

校・学級閉鎖時に備えた「オンライン授業」の実

現に向けて現在作業を進めています。 

今回の接続テストで、何かお気づきの点やお 

困りのことなどがあり 

ましたら、学校にお知ら 

せください。 

皆様のご協力をお願 

いします。 

 

『Infinity とは無限の意味です。自分で限界を

決めずに自分の可能性を信じて、何事にも積

極的にチャレンジしてほしいという思いを込め

ました。』   

   

⚫ 生徒会とは、学校を自分たちの手でよりよ
いものにするために、生徒全員によってつ

くられた生徒のための組織であること。 

⚫ 生徒会は変える力を持っている。「こんな
学校にしたい。そのために、自分はこんな

ことができる」と生徒一人一人が自分事と

して考え、力を合わせて存在感のある生徒

会にしてほしい。 

 

 

 

★★雨の季節になりました★★ 

５月２１日は、大雨による「児童生徒引き渡し」を

お願いし、ご協力いただき感謝いたします。子ど

もたちの安全を確保するために、今後も「保護者

引き取りによる下校」を実施することが想定さ

れます。その際は、安心メールでお知らせします

ので、皆様のご理解とご協力をお願いします。 

活動方針について真剣に討論しました。 


